平成15年度　第２回　デジタル３種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図の伝送路符号形式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　SYN　　②　複流NRZ　　③　複流RZ　　④　単流NRZ　　⑤　単流RZ
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(2)　OSI参照モデルに関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　物理層では、通常、CRCにより伝送エラーの検出を行っている。

B　物理層では、通常、ビット単位でデータ伝送を行っている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　データ伝送において、端末装置の処理速度（データを送信したり受信したりする処理速度）とデータ伝送回線の処理速度は、相違しているのが普通であるが、このように処理速度が異なる場合でもデータ伝送を正常に行うために必要とされる機能は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　(5点)
	　①　再送制御　　②　コネクションの多重化　　③　フロー制御

　④　優先制御　　⑤　エコーバック


(4)　伝送制御手順における（　エ　）フェーズでは、データが通信する相手に確実に受信されるか否かを、データ転送に先立ち確認している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　回線の接続　　　　②　送受信準備　　③　データリンクの確立

　④　情報メッセージ　　⑤　ACK


(5)　分岐方式で構成された回線を使用するデータ通信システムにおいて、メッセージの送信権を制御する計算機センタから個々の端末装置に対して、規制的にメッセージの送信を勧誘する動作は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　レスポンス　　　　②　セレクティング　　③　コマンド

④　コンテンション　　⑤　ポーリング


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、NT1、NT2、TA、TEI及びTE2の機能群並びにS、T及びRの参照点で構成される。このうち、NT1は、加入者通信回線を終端し、OSI参照モデルの（　ア　）に相当する機能を有している。　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　レイヤ1　　②　レイヤ2　　③　レイヤ3　　④　レイヤ5


(2)　ISDN基本ユーザ・網インタフェース（２B＋D）について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。

 (5点)
A　Bチャネルは、ユーザ情報信号及び回線交換を行うための呼制御信号の伝送に用いることができる。

B　Dチャネルは、1本で最大2本のBチャネルを制御することができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　

(3)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ2に規定されるLAPDでは、（　ウ　）を用いて複数の論理リンクを識別することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　SAPI及びTEI　　②　FCS　　③　制御フィールド　　④　情報フィールド


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ1では、複数の端末が一つのDチャネルを共有するため、Dチャネルへの正常なアクセスを確保するための制御手順として、（　エ　）が規定されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　ピンポン伝送方式　　②　エコーキャンセラ方式　　③　エコーチェック方式

④　共通線信号方式


(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースでの回線交換方式の呼制御手順において、発信端末から（　オ　）を受信した網は、網から発信端末へDチャネルを用いて呼設定受付メッセージを送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　Dチャネルを用いた呼設定メッセージ　　②　Bチャネルを用いた呼設定メッセージ

　③　Dチャネルを用いた呼出メッセージ　　　④　Bチャネルを用いた応答メッセージ


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、（　ア　）層の主な機能には、呼の設定、維持、解放、各種付加サービス要求などに対しての制御機能がある。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　物　理　　　　　　②　データリンク　　③　ネットワーク

　④　トランスポート　　⑤　セション


(2)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ2のすべてのフレームは、特定符号“01111110”の8ビットから成る（　イ　）によりフレームの開始と終結が識別される。　(5点)
	　①　アドレスフィールド　　②　制御フィールド　　③　情報フィールド

④　フラグシーケンス　　　⑤　フレームチェックシーケンス


(3) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースで使われているTEIに関する次の二つの記述は、（　ウ　）。 
(5点)
A　TEIは、端末側で手動により設定する方法とネットワーク側で自動的に設定する方法がある。

B　TEIは、同一インタフェース上に収容されている端末を識別するのに用いられている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順では、転送フレームに（　エ　）を付けて、フレームの送達確認やフロー制御を行っている。　　　　　　　　　 (5点)
	①　サービスアクセス　　②　チェックビット　　③　フラグビット　　④　順序番号

⑤　論理チャネル番号


(5)　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるBチャネルの機能に関する次の二つの記述は、（　オ　）。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　ポイント・ツー・マルチポイントリンクを用いれば、同一Bチャネル上で複数の端末が同時に通信を行うことができる。

B　Bチャネルでは、回線交換モードとパケット交換モードのいずれかのモードでも、ユーザ情報を送受信することができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　絶縁抵抗について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　絶縁抵抗には全く電流が流れないのではなく、漏れ電流といわれる電流がながれる。絶縁抵抗の値は、印加電圧と漏れ電流の積で表される。

B　屋内配線等の絶縁抵抗を測定するには、通常、検流計が用いられる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　フラットプロテクタは、通信用フラットケーブルを床タイル上に配線する場合、主として、ケーブルを（　イ　）保護するために使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (5点)
	　①　熱から　　②　湿気から　　③　電気的に　　④　絶縁して　　⑤　機械的に


(3)　強電流施設による通信用ケーブルへの誘導には、電圧成分を誘導源とする（　ウ　）と、電力線の地絡故障電流や交流電気鉄道の給電電流などの電流成分を誘導源とする電磁誘導がある。 (5点)
	　①　静電誘導　　②　自己誘導　　③　誘導電界　　④　電　食


(4)　TTC標準JT－I430では、商用電源などの外部からの給電状態が停止しても、最小限のサービスが受けられるよう制限給電状態を規定している。制限給電状態におけるNTの給電部1からの供給電力は、最大（　エ　）ミリワットである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　300　　②　380　　③　420　　④　520　　⑤　600


(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、アナログ端末などの非ISDN端末を接続するためには、TAが必要である。このTAと非ISDN端末との間の参照点は、（　オ　）点といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　S／T　　②　S　　③　T　　④　R


解答

第1問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）③　（エ）③　（オ）⑤

第2問（ア）①　（イ）②　（ウ）①　（エ）③　（オ）①

第3問（ア）③　（イ）④　（ウ）③　（エ）④　（オ）②

第4問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）③　（オ）④
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